
人
事
異
動

皇
室
事
項

官
庁
報
告

平成™›年˜˜月™ 日 木曜日 第œ š�号官 報
〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

梅
山

和
成

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

一

号

静
岡
県
湖
西
市
白
須
賀
字
宿
南
二
七
九
六
番
一
か
ら
愛
知
県
豊
橋

市
東
細
谷
町
字
境
川
二
三
番
二
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表

示
す
る
部
分
の
み
。）

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
名

四
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日
十
四
時

内

閣

参
議
院
議
員

江
田

五
月

メ
キ
シ
コ
国
大
統
領
就
任
式
典
に
参
列
す
る
特
派
大
使
を

命
ず
る

期
間
は
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
五
日
ま
で
と
す
る

（
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
判
事
兼
さ

い
た
ま
家
庭
裁
判
所
判
事
・
さ
い

た
ま
簡
易
裁
判
所
判
事
）
判
事
兼

簡
易
裁
判
所
判
事

秋
葉

康
弘

兼
官
を
免
ず
る

（
福
島
地
方
裁
判
所
判
事
）
判
事

小
磯

武
男

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
以
上
十
一
月
二
十
七
日
）

法

務

省

（
札
幌
刑
務
所
分
類
審
議
室
長
）
法

務
技
官

川
村

Í
雄

法
務
教
官
（
矯
正
研
修
所
広
島
支
所
教
頭
）
に
転
任
さ
せ

る

（
名
古
屋
少
年
鑑
別
所
次
長
）
法
務

教
官

古
屋

博
幸

月
形
学
園
長
に
昇
任
さ
せ
る
（
以
上
十
一
月
十
六
日
）

外

務

省

特
命
全
権
大
使

木
寺

昌
人

中
華
人
民
共
和
国
駐
箚
を
命
ず
る

同

小
寺

次
郎

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
国
駐
箚
を
命
ず
る

（
在
ク
リ
チ
バ
日
本
国
総
領
事
館
総

領
事
）
外
務
事
務
官

山
口

登

中
南
米
局
南
米
課
地
域
調
整
官
に
転
任
さ
せ
る
（
以
上
十

一
月
二
十
六
日
）

海
上
保
安
庁

（
熊
本
海
上
保
安
部
長
）
海
上
保
安

官

中
西

良
次

外
務
省
に
出
向
さ
せ
る

三
角
港
長
を
免
ず
る

（
第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
警
備
救

難
部
次
長
）
同

江
口

満

熊
本
海
上
保
安
部
長
に
転
任
さ
せ
る

二
等
海
上
保
安
監
を
命
ず
る

三
角
港
長
を
命
ず
る
（
以
上
十
一
月
二
十
六
日
）

信
任
状
捧
呈
式

十
一
月
二
十
七
日
午
前
十
時
三
十
分
、宮
中
に
お
い
て
、

新
任
本
邦
駐
在
イ
ラ
ン
国
特
命
全
権
大
使
レ
ザ
ー
・
ナ
ザ

ル
ア
ー
ハ
リ
の
信
任
状
捧
呈
式
を
行
わ
れ
た
。

十
一
月
二
十
七
日
午
前
十
一
時
、
宮
中
に
お
い
て
、
新

任
本
邦
駐
在
コ
ソ
ボ
国
特
命
全
権
大
使
ア
フ
メ
ト
・
シ
ャ

ラ
の
信
任
状
捧
呈
式
を
行
わ
れ
た
。

認
証
官
任
命
式

十
一
月
二
十
六
日
午
後
六
時
四
十
分
、宮
中
に
お
い
て
、

特
命
全
権
大
使
木
寺
昌
人
及
び
同
小
寺
次
郎
の
認
証
官
任

命
式
が
行
わ
れ
た
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
十
一
月
二
十
八
日
ア
ル
バ
ニ
ア
国
の
国

祭
日
に
つ
き
、
同
月
二
十
七
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝

電
を
発
せ
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、
十
一
月
二
十
八
日
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
国
の

独
立
記
念
日
に
つ
き
、
同
月
二
十
七
日
同
国
大
統
領
閣
下

へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

官
庁
事
項

北
上
川
水
系
等
四
水
系
に
係
る
河
川
整
備
基
本
方
針
の
変

更
に
つ
い
て

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十

六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月

十
四
日
に
、
別
記
に
掲
げ
る
北
上
川
水
系
等
四
水
系
に
係

る
河
川
整
備
基
本
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
変
更
し
た
旨
を
公
表
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

別
記北

上
川
水
系

鳴
瀬
川
水
系

名
取
川
水
系

阿
武
隈

川
水
系労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国

鉄
水
戸
動
力
車
労
働
組
合
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
か
ら
の
業
務
請
負
の
解
消
等
に
関
す
る
要
求
に

関
し
て
、
平
成
2
4年

1
1月

3
0日
以
降
、
同
組
合
の
組
合
員

が
従
事
す
る
Ｊ
Ｒ
水
戸
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
の
職
場

（
福
島
県
及
び
茨
城
県
）
に
お
い
て
、
争
議
行
為
を
行
う

旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ

き
公
表
す
る
。

な
お
、
争
議
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
影
響
が
及
ぶ
と

想
定
さ
れ
る
県
な
ら
び
に
Ｊ
Ｒ
の
路
線
は
、
別
記
の
と
お

り
で
あ
る
。

平
成

2
4
年

1
1
月

2
9
日厚生
労
働
大
臣
三
井
辨
雄

別
表
福
島
県
常
磐
線
、
水
郡
線

茨
城
県
常
磐
線
、
水
戸
線
、
水
郡
線

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
全

日
本
港
湾
労
働
組
合
関
西
地
方
本
部
か
ら
、
冬
季
一
時
金

の
要
求
に
関
し
て
、
平
成
2
4年

1
2月
１
日
以
降
、
同
組
合

の
組
合
員
が
従
事
す
る
別
表
に
掲
げ
る
全
職
場
に
お
い

て
、
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
4
年

1
1
月

2
9
日厚生
労
働
大
臣
三
井
辨
雄

別
表

大
阪
府
日
本
郵
便
輸
送
株
式
会
社
及
び
有
限
会
社
岡

崎
公
栄
社

兵
庫
県
株
式
会
社
神
戸
フ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
及
び
宝

塚
都
市
環
境
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
第
５
条
の
規

定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

今
般
、
宮
崎
労
働
局
の
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者
石

井
健
次
の
辞
任
の
申
出
に
伴
い
、
労
働
保
険
審
査
官
及
び

労
働
保
険
審
査
会
法
（
昭
和

3
1年
法
律
第

1
2
6号
）
第
５

条
及
び
同
法
施
行
令
（
昭
和

3
1年
政
令
第

2
4
8号
）
第
２

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
欠
の
関
係
労
働
者
を
代

表
す
る
者
を
指
名
い
た
し
た
い
の
で
、
資
格
が
あ
る
労
働

者
の
団
体
は
、
下
記
に
よ
り
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者

の
候
補
者
を
推
薦
さ
れ
た
い
。

平
成

2
4
年

1
1
月

2
9
日厚
生
労
働
大
臣
三
井
辨
雄

記

１
推
薦
資
格
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
4
4年
法
律
第
8
4号
）
第
３
条
に
規
定
す

る
労
災
保
険
に
係
る
労
働
保
険
の
保
険
関
係
の
成
立
し

て
い
る
事
業
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
の
加
入
し
て
い
る

労
働
者
の
団
体
で
あ
っ
て
、
宮
崎
労
働
局
の
管
轄
区
域

内
に
組
織
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
推
薦
手
続
推
薦
に
当
た
っ
て
は
、
別
紙
様
式
に
よ

る
推
薦
書
の
正
本
及
び
副
本
に
候
補
者
の
履
歴
書
２
部

を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

３
推
薦
締
切
日
平
成
2
4年

1
2月

1
0日

４
推
薦
書
及
び
添
付
書
類
提
出
先
宮
崎
労
働
局
労
働

基
準
部
労
災
補
償
課

様
式

平
成

年
月

日

厚
生
労
働
大
臣

殿

団
体
名
及
び
そ
の
代
表
者
名

印

参
与
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
第
５
条
の

規
定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代
表
す
る
者
の
候
補
者
と

し
て
、
次
の
者
を
推
薦
し
ま
す
。

 


		2012-11-28T14:48:28+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




